
　（別紙４（２））
事業所名： グループホーム琴の海

目標達成計画 作成日： 令和　３　年　３　月　２９　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に
要する期間

1 35

ホームでは緊急時の持ち出し用として入居者の一
覧表を整備しているが、避難先では入居者情報を
把握しやすいよう顔写真に加えて入居者の全身
写真や介護保険・医療保険情報、かかりつけ医や
既往歴、薬情報等を追加し、一つにまとめることが
望ましい。

緊急時の持ち出し用として入居者の顔写真を
入れた情報（介護保険、医療保険）等の内容を
一つにまとめたものを作成する。

作成済

2 54

日中、使用していないポータブルトイレを配置して
いる居室があった。入居者本人の使い勝手や動
線を考慮したうえで、必要に応じて目隠し等を行う
などあらためて他人の目に触れないような方策を
職員に周知することが望まれる。

日中、使用していないポータブルトイレを他人
の目に触れられないようなことを、職員に周知
徹底することが大切であった。

改善済

3 　 　 ヶ月

4 　 　 ヶ月

5 　 　 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

　

　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体
的な計画を記入します。

【目標達成計画】　

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

外部評価時、口頭でも指摘があり、すぐ作成した。

外部評価時、口頭でも指摘があり、すぐ布で覆いか
ぶせた。

　


